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T A K A T S U K I  N A  H I T O

日本将棋連盟棋士・九段
高槻市文化スポーツ振興事業団・理事長

T
A

K
A

T
S

U
K

I N
A

 H
IT

O

02 | たかつきDAYS　2025.3 03

50年以上現役棋士として活躍した桐山さんは高槻市在住。昨
年末にオープンした［関西将棋会館］の高槻移転でも橋渡し役
に。高槻市文化スポーツ振興事業団理事長の立場から、将棋
をはじめとした高槻の文化発展の現在について聞きました。

「タイトル戦の立ち会いをすることも多く、原稿を書いたり、日
本将棋連盟出題の『桐山清澄九段の懸賞次の一手』を作った
り、イベントの指導対局に行ったりしています」と桐山さん。

暮らしの中で将棋のことを考える時間が多いという桐山さ
ん。「盤に向かわなくても、将棋は頭の中でできる。電車に
乗っている時などに何気なくひらめくことも多いですね」

「今は、将棋盤を使わずにパソコンを使うことが多いです
ね」と桐山さん。パソコンを見ながら将棋盤で実際に駒を
動かすこともあるそうです。

令和4年に現役を引退した後の生活。 ひらめきは盤の上だけではなく頭の中でも。

4つのタイトルは高槻市で獲得。

パソコンを使って、将棋を勉強。

高槻市で暮らし始めてから、棋王を1期、棋聖を3期、計4つのタイトルを獲得しました。
100年を超える日本将棋連盟の歴史の中でも、複数のタイトルを獲得したことのある棋士は限られています。
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T A K A T S U K I  N A  H I T O

日本将棋連盟棋士・九段
高槻市文化スポーツ振興事業団・理事長

昭和22年
1947年

奈良県吉野郡下市町で生まれる。

昭和25年
1950年

3歳の頃に将棋を指し始める。

初めてのタイトル・棋王を獲得する。
九段に昇段。

四段に昇段し、プロ棋士となる。

昭和32年
1957年

9歳で東京の升田幸三 実力制第四代名人の
内弟子となる。

昭和33年
1958年

大阪の増田敏二 六段に師事する。

昭和53年まで、日本将棋連盟理事を務める。

大阪市内から高槻市日吉台に引っ越し。

棋聖戦でタイトルを獲得し、3期保持する。

棋士として現役を引退する。

昭和41年
1966年

昭和51年
1976年

昭和56年
1981年

昭和59年
1984年

昭和61年
1986年

高槻市文化振興事業団（現高槻市文化
スポーツ振興事業団）の理事長に就任。

平成30年
2018年

令和4年
2022年
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桐 山 清 澄さん の 歩 み

関西将棋会館が
高槻へ移転する橋渡し。

将棋の戦法本など

桐山さんが著者の

本も多数あります。

将棋界には

竜王や名人など

8つのタイトルが

あり、桐山さんは

棋王と棋聖を

獲得。
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未 来へ続く

    将棋のまち

̶ 長く棋 士として活 躍し 、令 和 4 年に引退 。現 在は高 槻 市 文化 ス
ポーツ振 興 事 業団理事長を務めていらっしゃいますが、いつ就任
されたのでしょうか？

「平成30年です。最初はそんな大役が務まるのか不安はありました
けど、将棋も文化ですし、やってみようと思ってお受けいたしました」

̶ 今高槻は将棋のまちとして盛り上がっています。それも含めて文
化活動の状況はいかがですか？
「令 和5 年にできた［高槻 城公 園芸 術文化 劇場南 館］は、一 番
大きい1,50 0人規模のトリシマホールのほか、2つのホールと

中小のスタジオが10室あり、開館以降、さまざまな方にご利用
いただいています。特に、トリシマホールについては、出演してく

ださった演奏家の方に、木の壁が生み出す音響がやわらかく響き
がいいと好評をいただいていま
すので、これからもどんどん魅
力ある催しをやっていきたいで
すね」

̶ そして 昨 年 末 に は 、つ い に
［ 関 西 将 棋 会 館 ］が 高 槻にやっ
てきました。高 槻 在住の棋 士と
して、理事長として、桐山さんが
市と日本将棋連盟との橋渡しを
されたと聞いています。移 転の
話はいつぐらいから動きがあっ
たのでしょうか。

「最初に市長からお話をいただ
いたのは、理事 長に就 任してす
ぐの 頃 。将 棋 連 盟 は 前 の 大 阪
市・福島区にあった会館が老朽

化してきて、ゆくゆくは、建て替えも考えなくて
はいけなかったので、高槻への移転の話はタイ
ミングがすごく良かったんですよ。建て替えると
しても大阪市内だと思ってましたから、この話を
初めて聞いた時はびっくりしました。でもよくよ
く考えたら、大阪からも東京からも、来るのに交
通の便がいい。東京からは京都で1回乗り換える
だけでいいので、特に便利なんで
すよ。私自身、高 槻に住 んでその
ことを実 感していましたから、当
時 の 将 棋 連 盟 会 長 に 、ちょっと
検討してもらえませんかというこ
とをお話ししました。東 京の棋士
も、やはり便 利になるということ
もありすごく好意的で、話が進ん
でいきましたね」

̶ そしていよいよ令 和6年12月3
日に 高 槻 で［ 関 西 将 棋 会 館 ］が
オープンします。この時のお気持
ちは？

「11月の開 館 記 念 式 典でテープ
カットをさせていただきましたが、
非 常に 光 栄 に 感じました 。新 会
館 には 、最 新 の システムや 設 備
が 備 わっています 。私 が 棋 士 に
なった時の会館は、大阪市・阿倍
野区にあった古い普 通の日本家
屋だったので、その時のことを思
うと、夢のようですよ（笑）」

̶ 約60年前から棋士として活躍されていて、令和4年に引退するま
で は最年長棋士だったわけですが、棋士になったのはどのような

きっかけだったので
しょうか。

「小さかったので記
憶 は お ぼ ろ げ な ん
ですが、3 歳の頃に
は 祖 父 の 手 ほどき
で 将 棋 を 指して い
たみたいです。近所
で 縁 台将 棋を大 人
が や って い る の を
見に行ったら 、『 僕 、
ちょっとやるか？ 』
と言 わ れて 混 ぜ て
もらったりしてたん
ですよ 。まったくプ
ロ に なるという気

持ちはなかったんですけど、小学校3年生の時に、升
田幸三 先 生という棋士との出会いがあり、プロの
世界に入るようになりました」

̶実力制第四代名人の！ そんな棋士の目に適う
なんて、その頃からやっぱりすごかったんですね。

どのように出会 われたのですか？ 
「生まれ育った奈 良 県吉野 郡 下 市町の隣 町 が 升田先 生の奥 様の
故 郷でして、避暑でご夫 婦で近 所の旅 館に来られた時に、私を先
生に 紹 介して 下さった 方 が いて 、一 局 指させ ていただきました 。
そうしたら、両親にプロになる気があるのなら、内弟子にしても良
いというお話があったそうです」

̶まだ小さいのにすごいですね。それで師匠が 暮らす東 京へ単身
で行かれたわけですね？ 

「はい、一人で先生のお宅でお世話になりました。学校に行きなが
ら養成機関に通ったり、町の道場へ行ったりしてました。将棋を指
すのはすごく楽しいんですけど、学校で向こうの言葉になじめずに
ホームシックになって。将棋は勝負の世界ですから、意気地がない
と破門になってしまいました」

̶それで故郷の下市町に帰ったわけですね。
「それが、直接帰るのは恥ずかしいので、大阪に母親の妹夫婦が住
んでいて、そこでお世話になって。大阪に将棋クラブがあったので
そこに1年間通いました。一生懸命 将 棋を指していた私を
見て、父がなんとかしてやりたいと思ったんでしょうね。増
田敏二先生を紹介してもらい、『そういうことなら弟子とし
て取ってあげる』ということで再び首がつながったんです」

̶そこから棋士を目指すわけですね。プロになったのは何
歳の時ですか？

「養 成 機 関で 一つずつ段位が上がって
いき、将 棋 界の場 合は、四 段からプ
ロの 棋 士として 認 められるのです
が、四 段になったのは18 歳の時で
す。年齢的には平均より早かったの

で す が 、この 世 界 に 入
る の が 早 か っ た の で 、
プロになるのにはずい
ぶんかかりましたね」

̶ そこから長くご 活 躍
され 、通 算 勝 利 数 9 9 6
勝 は 歴 代 1 0 位 という
素 晴 らし い 戦 績 で す 。
引退される前は、最年長棋士として活躍されていて、初めてのタイ
トル・棋王も高槻在住時に獲得されました。高槻に居を構えられた
のはいつ頃ですか？

「3 2 歳の時です。引っ越 す 前は大 阪 市内におったんですけど、北
摂 がいいかなと思い、何 軒 か見た中でここに決めました。その時
は 高 槻 に将 棋 会 館 が 来るなんてまったく思ってもいな かったん
ですけど（笑）」

̶高槻がいいと思った決め手はなんだったんでしょう。
「 一 番 は 静 か なところで す ね 。ここ日 吉 台 は 、当 時 は あたり一
帯 が 開 発 されて 1 0 年ぐらいで 、まだ バ ス の 本 数 も 少 なくて 空
き 地 も 所 々ありました か ら 。今 も 変 わ らず 静 か で い い の で す
が 、家 で 将 棋 の 勉 強 などもしますので 、騒 々しい 環 境 だとや っ
ぱり集 中 できませんからね 」

̶ここに来られて45年が 経つわけですが、その間に高槻は変わり
ましたか？

「 ずいぶん変わりましたね 。私 がこちらに来た時は 、J R 高 槻 駅も
高 架 化され たば かりで 、周りにタワーマンション などの 高 いビ
ルなんかほとんどなかったので 、すごく発 展して驚きです ね 。そ
れで もまだ 少し郊 外 に 行くと豊 かな自 然 も残 ってい るし 、ここ
に住 んでよかったと思っています」

̶ その成 長 著しい高 槻に 、［ 関 西 将 棋 会 館 ］が 移 転してきました 。
将棋の世界で長く活躍されてきた桐山さんとしては、これから高槻
の将棋がこうあってほしいという思いはありますでしょうか？

「将棋に親しむ子どもがもっと増えてほしいですね。今、小学1年生
へ高槻の木を使った駒を配ってもらっているので、そういうところ
から将棋に興味を持ってもらって、プロを目指す子どもが出てきた
らうれしい。できれば高槻市出身のタイトルをとる棋士が出ればい
いと願っています」

文化スポーツ

振興事業団

理事長として、

「市民の方に

喜ばれる催しを

やっていきたい」

「桐山清澄九段の

懸賞次の一手」は、

日本将棋連盟

から出題。

タイトル戦などの

中継をパソコンで

見ることも。

「現役の時よりも

楽しんで見てます」

棋士になるチャンスを
くれた二人の師匠。

これから将 棋を始める
子どもたちに託す思い。



今月の           桐山清澄さんの

好きな
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T A K A T S U K I  N A  S P O T

清鶴酒造の富田漬

「高槻に名物のお漬物があるというのを
知って、１回食べてみようと。食べてみると
一般的な奈良漬よりもあっさりとしていて
おいしかった。それから時々買ってきては、
ごはんと一緒に食べています」。桐山さん
のお気に入りが［清鶴酒造］の富田漬。な
にわの伝統野菜にも認証されている地元
の服部越瓜（しろうり）を酒粕で漬けたも
のです。越瓜が採れた日の朝にすぐ水に
入れアクを取り、翌日から2～3週間ぐらい
で“漬け止め”。漬け込みすぎずシャキシャ
キの食感で口福に。

富田町

徳川家康も食したと言われる
シャキシャキ食感の漬物。

T A K A T S U K I  N A  S P O T

高槻城公園芸術文化劇場

高槻市文化スポーツ振興事業団理事長を務める桐山さんにとって、市の文化を発
信していくための大切な場所。「南館にあるトリシマホールや太陽ファルマテック
ホールでは、音楽や演劇をはじめとするさまざまな催しが行われ、とても活発に利
用されています。オープンした年の5月には、将棋界のタイトルの中でも最も歴史が
ある名人戦が開催されて盛り上がりました」と桐山さん。かつての高槻現代劇場も
北館として活用されています。

野見町

令和5年に南館がオープンした高槻の文化発信拠点。

T A K A T S U K I  N A  S P O T

ポンポン山
T A K A T S U K I  N A  S P O T

自宅近くの散歩道

現役時代に家で将棋のことを考えて行き詰
まった時、気分転換に家の近くを散歩していた
という桐山さん。みやこ保育園やいかりスー
パーマーケット、マクドナルドが面する交差点
から名神高速道路高槻インターチェンジ方面
へと下っていく坂道を、一時は毎日のように歩
いていたそうです。「平成30年に高槻インター
チェンジが開通した時に新しくできた広い道
です。車道、自転車道、歩道にハッキリと分かれ
ていて結構広く、坂の傾斜もゆるやかなので、
すごく歩きやすい歩道なんですよ」と桐山さん。

宮が谷町

歩道が広く、安全で
歩きやすい新しい道。

高槻市と京都市西京区境界に位置し、標高678.7m の高槻市最高
峰。山頂で足踏みをするとポンポンと音がすることから、その名が
ついたとも言われ、長く高槻で暮らしている人は、実際に足踏みし
た人も多いのでは? 桐山さんは健康のことを考えて、何度か登った
ことがあるそうで、「そんな高い山は登れないんですけど（笑）、自然
の中を歩くのは変化があって好きなんです。高槻市営バスで神峰山
口まで行って、そこから登り始め、神峯山寺、本山寺を通って歩きま
した。ゆるやかな山道が続いて歩きやすいのがいいですね」

高槻市と京都市をまたぐ市内最高峰でハイキング。

富 田 漬 は 江 戸 幕 府 に 献 上
された記 録 が 残り、将軍や
大 名をはじめとして全 国に
名がとどろいていた。

本 堂 に あ る 中 村 孫 四 郎 作
『ドンキホーテ・騎士』。

T A K A T S U K I  N A  H I T O

清蓮寺

足立元明さん

「大晦日の除夜の鐘は、毎年突かせてもらってい
るんですよ。子どもや孫が生まれた時、地蔵盆で
名前入りの提灯を吊ってもらいました。足立さん
は、大阪府立大学で工学を教えられていて、お話
を聞いていると、いろいろ参考になることが多い
ですね」。桐山家とゆかりのあるこのお寺は、天正
12(1584)年の開山。美しい庭には高槻の古木に
指定された黒松があり、お堂には高槻を基盤に
昭和初期に活躍した画家、中村孫四郎の作品が
掲げられていて、芸術的な薫りも漂わせています。

高槻で活躍した画家の作品も
所蔵する美しい寺の住職。

富田町
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